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　市政トピックス 

ペアシートで距離を縮めた参加者
（プライバシー保護のため写真を加工しています。）

　

縁
結
び
イ
ベ
ン
ト

「
℃ド

ド

ド

℃
℃
っ
と
縁
結
び
！
」を
９

月
15
日
、マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
し
、男

女
合
わ
せ
て
48
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

市
内
の
参
加
者
は
早
朝
バ
ス

に
乗
り
込
み
、道
中
は
カ
ー
プ

に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
を
楽
し
み

ま
し
た
。最
初
の
会
場
で
あ
る

広
島
市
内
の
ホ
テ
ル
に
着
く

と
、庄
原
市
外
の
女
性
参
加
者

と
合
流
。お
互
い
に
自
己
紹
介

を
済
ま
せ
、各
自
緊
張
し
な
が

ら
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
ホ
テ

ル
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

球
場
に
到
着
す
る
と
、ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
フ
ロ
ア
で
、試
合

前
の
高
揚
感
の
中
、昼
食
を
取

り
ま
し
た
。そ
の
時
、突
如
会
場

に
ス
ラ
ィ
リ
ー
が
登
場
！
驚
き

の
声
と
と
も
に
参
加
者
の
注
目

を
一
挙
に
集
め
、参
加
者
同
士

の
よ
い
話
題
に
な
り
、話
が
弾

ん
で
い
ま
し
た
。

　

試
合
が
始
ま
る
と
、あ
ら
か

じ
め
気
に
な
る
相
手
を
記
入
し

て
い
た
「
恋
の
ド
ラ
フ
ト
カ
ー

ド
」に
基
づ
き
、ペ
ア
シ
ー
ト
に

座
る
男
女
を
１
回
ご
と
に
入
れ

替
え
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
進
行

し
ま
し
た
。回
を
重
ね
る
ご
と

に
緊
張
が
解
け
て
い
き
、男
女

で
打
ち
解
け
合
っ
て
い
ま
し

コイの行方は…？カープ観戦で７組のカップル誕生
しょうばら縁結び事業

自治
定住課

食と芸能を堪能
　第26回比和やまびこ祭・10/21

比和総合運動公園で、比和やまびこ祭が開催されま
した。例年、からだいきいき健康まつりが同時開催さ
れていますが、本年は、庄原「みのりの祭典’21」も
同時開催され、比婆牛などのおいしい食材が楽しめる
バザーがより充実し、約８千人の来場者でにぎわいま
した。

ステージでは、比和小学校の児童による合唱・鼓笛
演奏や、比和中学校の生徒による比和牛供養田植の披
露、トライアルスーパーデモなどが行われました。また、
清水アキラさんによる LIVE ＆トークショーも行われ、
その軽快なトークとモノマネを織り交ぜた歌などで来
場者を楽しませました。当日の司会進行は、タレントの
松本裕見子さんが行い、会場は大変盛り上がりました。

▲ロードレースでは子どもたちの熱い戦いが繰り広げられた ▲比和小学校の児童による合奏

▲比婆牛のモモ肉の丸焼きなどバザーが充実

№1

た
。試
合
は
カ
ー
プ
の
敗
戦
で

し
た
が
、カ
ー
プ
観
戦
と
い
う

共
通
の
楽
し
み
が
参
加
者
同
士

の
距
離
を
縮
め
、７
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。今
後
、

参
加
者
同
士
の
恋
愛
が
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
進
む
よ
う
丁
寧
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
ょ
う
ば
ら
縁
結
び
事
業

で
は
、結
婚
後
庄
原
市
に
住
む

意
思
を
持
つ
独
身
者
を
対
象

に
、出
会
い
イ
ベ
ン
ト
、ス
キ
ル

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、

相
手
の
個
別
紹
介
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。詳
し
く
は
し
ょ
う

ば
ら
縁
結
び
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://shobara-enm
usubi.

jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新鮮野菜をボックスいっぱいに積み込む

木山市長から辞令が交付された

おいでん彩では補助制度などの説明が行われた

ガーデンコンテスト金賞作品

おいしいパン
も販売

　

市
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災

害
に
係
る
復
旧
・
復
興
業
務
を
円

滑
に
行
う
た
め
、
全
国
市
長
会
な

ど
を
通
じ
て
本
市
へ
の
応
援
職
員

の
派
遣
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
10
月
22
日
付
で
秋
田

県
横
手
市
か
ら
職
員
の
派
遣
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
同
日
、

辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

木
山
耕
三
市
長
は
、「
一
日
も

早
く
庄
原
に
慣
れ
て
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
力
を
復
旧
・
復
興
に

向
け
て
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
応
援
職
員
を
激
励
し
、
式

の
終
了
後
に
は
、
秋
田
県
横
手
市

髙た
か
は
し橋
大だ

い

市
長
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
派
遣
職
員
の
任
期

は
12
月
28
日
ま
で
で
、
主
に
公
共

災
害
復
旧
事
業
に
係
る
査
定
設
計

書
作
成
、
実
施
設
計
書
作
成
業
務

に
従
事
し
ま
す
。

　

９
月
20
日
か
ら
、
庄
原
市
と
西

日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
広
島
支

社
は
、
庄
原
エ
リ
ア
の
活
性
化
施

策
の
第
１
弾
と
し
て
、
高
速
バ
ス

を
活
用
し
た
貨
客
混
載
に
よ
る
庄

原
市
の
農
産
物
の
販
路
拡
大
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

庄
原
市
の
新
鮮
な
採
れ
た
て
野

菜
を
集
約
し
た
道
の
駅
た
か
の

が
、
中
国
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
株

式
会
社
と
一
畑
バ
ス
株
式
会
社
が

共
同
運
行
を
行
っ
て
い
る
高
速
バ

ス
を
活
用
し
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
広
島
ま
で
農
産
物
を
輸
送

し
、
館
内
ブ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

で
、
朝
食
・
昼
食
時
に
旬
の
食
材

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
貨
客
混
載
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
広
島
市
内
に
居
な
が
ら
、

庄
原
市
の
豊
富
な
朝
採
れ
野
菜
を

新
鮮
な
状
態
で
召
し
上
が
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

都
市
部
か
ら
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
誘
致
に
向
け
、10
月
４
日
・

５
日
の
２
日
間
、
企
業
担
当
者
を

招
い
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

東
京
と
広
島
の
３
社
の
担
当
者

５
人
が
参
加
し
、
本
市
の
魅
力
や

定
住
、
子
育
て
に
関
す
る
支
援
制

度
の
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、
総
領

中
学
校
の
旧
寄
宿
舎
を
改
装
し
た

「
お
試
し
オ
フ
ィ
ス
・
お
い
で
ん
彩さ

い

」

や
入
居
可
能
な
物
件
を
見
て
回
り

ま
し
た
。
ツ
ア
ー
の
中
で
は
、
移

住
・
定
住
者
や
地
元
の
事
業
者
と

の
交
流
会
も
開
催
さ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
庄
原
市
は
中
国

地
方
の
中
心
に
あ
り
、
拠
点
と
し

て
は
最
適
。
社
員
の
働
く
環
境
や

地
域
と
の
交
流
も
大
切
に
な
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置
に
つ

い
て
前
向
き
に
考
え
て
い
く
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
お
よ
び

備
北
丘
陵
公
園
北
エ
リ
ア
運
営
協
議
会

は
９
月
29
日
、
里
山
の
駅 

庄
原 

ふ
ら

り
を
会
場
に
、「
庄
原
さ
と
や
ま
ガ
ー
デ

ン
シ
ョ
ー
２
０
１
８ 

＆ 

パ
ン
マ
ル
シ
ェ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に

出
品
さ
れ
た
12
作
品
が
並
び
、
世
界
的

な
ト
ッ
プ
ガ
ー
デ
ナ
ー
で
あ
る
石
原
和

幸
さ
ん
の
審
査
に
よ
り
、
エ
ン
ジ
ョ
イ

部
門
で
は
「
風
に
舞
い　

宇
宙
に
遊
ぶ
」

（
出
品
：
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
）、
エ
キ
ス
パ
ー

ト
部
門
で
は
「
地
球
の
長
い
午
後
」（
出

品
：
園
芸
王
国
パ
ス
タ
イ
ム
）
が
金
賞
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
ガ
ー
デ
ン
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ン
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
県
北
の
パ
ン
や

手
作
り
雑
貨
な
ど
14
店
舗
が
並
び
、
台

風
接
近
に
も
か
か
わ
ら
ず
た
く
さ
ん
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

市
外
か
ら
訪
れ
た
40
代
の
女
性
は

「
お
花
の
作
品
が
と
て
も
す
ば
ら
し
い
。

他
に
も
出
店
の
種
類
が
豊
富
で
楽
し

か
っ
た
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

災害からの一日も早い復旧・復興をめざす
秋田県横手市から応援職員の派遣を受け入れ

総務課

庄原の新鮮野菜をお届け！
貨客混載バスの運行開始

観光
振興課

都市部の企業が庄原市のオフィス立地環境を体験
お試しオフィス・モニターツアー

商工
林業課

コラボイベントで広い客層を呼び込む
庄原さとやまガーデンショー2018 ＆ パンマルシェ

観光
振興課
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旬菜弁当で交流 長年の取り組みが評価される庄原と首都圏をつなぐ 川下りで庄原の自然を満喫！
　旬菜食堂　秋もおいしくいただく会・9/21 　「森の名手・名人」認定証授与・10/10　ひろしま里山ウェーブ拡大プロジェクト・10/19-21 　西城川ラフティング体験のモニターツアー・9/21

総領保健福祉センターで、地域の活動グループ“旬
菜食堂”による「秋もおいしくいただく会～旬のもの
をおいしく食べて、夏の疲れを癒しましょう～」が行
われました。同グループは、平成 21 年から年６回、
各家庭で採れた旬の野菜を持ち寄り、メニューを考え、
料理を楽しんでいます。

今回は、「そうめんかぼちゃの中華炒め」「豆腐団子」
など５品を調理しました。また、７月から、自分たち
で作った料理をおすそ分けしようと、地域の高齢者サ
ロンに栄養のバランスに配慮したお弁当の提供を行っ
ており、利用者にも大変喜ばれています。同グループ
のメンバーは「これからも、お弁当を通じて、サロン
の方々との交流を深めていきたい」と話していました。

公益社団法人国土緑化推進機構による、平成30 年度
「森の名手・名人」に、東城町在住の坂

さ か べ

部廣
ひ ろ か ず

和さんが認
定されました。

坂部さんは、45 年以上にわたり林業経営を実践し、
伐採した木を搬出して収益をあげる間伐手法に、県内
でも最初に取り組んだ、林業経営の第一人者です。所有
する山林は約150 ヘクタールに及び、現在も自ら作業
道の開設や伐採作業を行っています。また、林業関係団
体の代表などの要職を歴任するなど、県内の林業発展
に多大な貢献をしています。

こうした、長年の取り組みが評価され、「森づくり部
門」で認定を受け、木山耕三市長を通じて認定証が授与
されました。

地域貢献に高い意欲を持つ首都圏の若い世代が、現地
での体験や交流を通じて、中山間地域の課題解決に向け
たプランを作成する「ひろしま里山ウェーブ拡大プロジェ
クト」の現地実習が市内で行われ、４人が訪れました。

実習では、川北町の「暮らし宿 お古」で、釜戸での調理
や木の伐採などの体験をしたほか、庄原暮らしお試し体
験施設「くちわの家」で移住者や地域の方々と意見交換
を行いました。実習生は、「五右衛門風呂や釜戸での調理
などの里山暮らしの体験により、普段の生活とは違う貴
重な時間を過ごすことができた」などと話していました。

実習生は、このたびの現地実習や首都圏でのグループ
ワークを経て、３月に地域課題解決に向けたプランを発
表する予定です。

庄原市観光協会が、市内を流れる西城川で、ラフティ
ング体験のモニターツアーを開催しました。「ラフティ
ング」とは、特殊なゴムボートに乗って行う川下りで、
市は、このラフティングを体験型教育旅行（民泊）と組
み合わせた新たな自然体験として、平成28 年度から整
備に取り組んでいます。

当日は、市内外から11 人の参加があり、ガイドから
ボートのこぎ方やライフジャケットの装着方法など
の説明を受け、３艇のボートに乗り込んで川下りをス
タートしました。天気はあいにくの雨でしたが、参加者
はガイドの指示のもと、力を合わせてボートをこぎ、岩
を避けたり激流を乗り越えたりするなど、迫力満点の
川下りを楽しみました。

交通安全の大切さを発信 地域住民などでにぎわう西城町の魅力を発信 見て、食べて、参加して！！
　交通安全テント村・9/21 　第 36回ふれあい東城まつり・10/13-14　西城フォトコンテスト作品展示・10/13-21 　第 16回和牛の里口和モーモー祭・10/6-7

　高野保健福祉センター前で「秋の全国交通安全運動 
交通安全テント村」が開催されました。この催しは、庄
原地区交通安全協会高野分会の主催で、交通安全運動
を広く市民に周知し意識の高揚を図るために毎年開催
されています。
　県道を走るドライバーへの呼びかけ、小中学生の交通
安全標語優秀作品表彰のほか、本年は自動ブレーキ搭
載車乗車体験や発炎筒着火体験、エアバック作動実演
が行われ、来場者は車の安全装備の機能について理解
を深めていました。交通安全協会高野分会井

いのうえ

上清
きよのり

憲会
長は「実際に体験することで、身をもって交通安全の大
切さを学んでもらえるとうれしい」と話していました。

　東城小学校グラウンドをメイン会場に、第 36 回ふれ
あい東城まつりが開催されました。
　１日目は、東城文化ホールで「第６回東城ふれあいステー
ジ」が開催され、芸能や吹奏楽など、地域の団体が日頃
の練習の成果を発表しました。
　２日目は Lino さんと大道芸人チャーリーさんのステー
ジパフォーマンスや、ちびっこ相撲、比婆荒神神楽子ど
も神楽塾の舞など、盛りだくさんの内容でした。また、会
場には健康チェックなどを行う「健康ひろば」や「展示
ひろば」、グルメなどが並ぶ「出店ひろば」などが開設さ
れ、災害支援を目的とした「野菜オークション」も行われ、
多くの来場者が思い思いの場所で楽しんでいました。

西城フォトコンテストで、西城町内外から応募され
た作品約 650 点が、西城自治振興センターに展示され
ました。今回で６回目の開催となるこのコンテストは、

「西城の四季」をテーマに西城町の魅力を発信し、西
城町のイメージアップを図ることを目的としています。

訪れた人は、四季折々に変化する西城町の風景写真
を興味深そうに眺め、「季節によってまったく違った表
情を見せるので、見ていて飽きない。また、次回のコ
ンテストの作品も見たい」と話していました。　

入賞者には、賞状と西城町の特産品が進呈され、
写真のデータは西城自治振興区のホームページや
Facebook に掲載されています。

　口和総合運動公園で、２年に１度の第 16 回和牛の
里口和モーモー祭が開催され、２日間で延べ１万８千
人が来場しました。
　広場では、牛衣を着飾った和牛が行進する「モーモー
大行進」や「牛と子どもの綱引き」などが行われまし
た。庄原実業高校による「牛の碁盤乗り」では、大き
な拍手と歓声が起き、会場は大変盛り上がりました。
ステージでは、地元団体などの芸能や、水森かおりさ
んや南一誠さんの「歌謡ショー」などが盛大に行われ
ました。また、地元の農産品や特産品などの出店ブー
スには長蛇の列ができ、広島県産黒毛和牛の焼肉コー
ナーは、家族連れなど多くの人であふれていました。

▲旬の野菜を使ったメニューを考えみんなで調理 ▲木山市長から坂部さんへ認定証授与▲実習生がまき割りに挑戦 ▲激流も力を合わせて乗り越える

№7 №3

№9 №8 №4№5

▲エアバック作動実演の様子 ▲会場内につくられた土俵でちびっこ相撲▲施設内にたくさんの応募作品が並んだ ▲牛の碁盤乗りの様子
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